
 

        旭二中学校便り 第１１号 

 

学校教育目標 希望を抱き，よりよく課題を解決する逞しい生徒の育成 

 

 令和最初の冬休みが終わり、3 学期がスタートしました。それぞれの学年のまとめ

の学期となります。そのスタートにあたり、始業式での学校長式辞を紹介します。  
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  さて、いよいよ東京 2020 オリンピック・パラリンピックイヤーを迎えました。そ

して、日本国内では、このビッグイベントに対する気運がより一層高まると共に、各

種スポーツ大会に関する注目度や、興味・関心等も高まっ  

ています。 

 さっそく、１月１日に新設した国立競技場でサッカー天皇  

杯が行われましたが、お正月であるのにも関わらず 57597 人 

もの観客動員となりました。オリンピック・パラリンピック  

の開会式・閉会式の会場でもあり、新国立競技場のこけら落  

としともいえるこの試合は大変な盛り上がりを見せていました。 

 そして、１月２日・３日には、今年で百周年を迎えた大学対抗による箱根駅伝が行

われました。東京・箱根間の往復 271 ㎞もの距離をチーム 10 人で走る大変過酷な競

争です。選手一人一人が、仲間にタスキをいち早くつなごうと、全ての力を振り絞っ

て必死に走るため毎回数多くのドラマや感動が生まれています。この走りを間近で

見ようと、今年も多くの方々が沿道から声援を送っていました。  

 今年も２日間で、なんと百万人を越える人たちが沿道から声援を送っていたよう

です。私も、テレビからではありますが、後輩たちに、毎年、欠かさず声援を送って

います。私が応援した大学は、青学に破れて、惜しくも連覇を果たすことができませ

んでしたが、最後まで決して諦めない後輩たちのひたむきな走りに、たくさんの感

動を味わいました。是非、来年はリベンジしてほしいと思っています。  

 そして、駅伝といえば、来週・再来週の２週に渡って女子・男子の都道府県駅伝大

会が開催されます。新春のビッグイベントで、中学生・高校生、一般でチーム編成す

る大変注目度の高いレースでテレビ中継も行われます。  

 なんと、19 日に広島県で行われる男子の駅伝大会に、千葉県代表で３年６組の 

高尾啓太朗君が出場します。旭二中生の出場は初めてという快挙ですので。是非、頑

張ってほしいと思います。そして、全校の皆さんも、応援をよろしくお願いいたしま

す。 



  

11 月 28 日

に 1 学年に

おいて、キャ

リア教育の一環として、「職業人と語る会」

を開催しました。本校では自分の進路を

考える基礎づくりとして本行事を行って

います。2 学年では「職場体験学習」を通

じて、自己理解を深め、3 学年での適切な

進路決定へつながっていくよう系統的な

学習を行っています。多種多様な職業人

の方に「なぜこの仕事に就いたのか」や

「やりがいや、つらいことは何か」など、

たくさんの質問をしながら、自らの職業

観を育んでいる姿がとても印象的でした。 

さて、時に人生をマラソンに例えることがありますが私は、むしろ駅伝に例えては

どうか、と考えています。中学校生活には、１～３学年があり、一つの学年には１～

３学期があり３年間で少なくとも９つの節目、駅伝でいう区間 

があります。その節目・節目において次への飛躍を願った目標  

を立て、少しずつ成長しながら希望を持ちながら一歩一歩前へ  

と進みます。前の走者であった、これまでの自分から、次の走  

者である今の自分にタスキをつないでいく。そこを駅伝に例え  

てはどうでしょうか。 

 そして、勉強は学校を卒業してからも一生続きます。  

 今の自分を、そうした自分の人生における何番目かの走者であると、卒業後も考

えて見て下さい。しかし、この駅伝にはアンカーもいないし、ゴールもありません。

そして、調子よく走っている時もあれば、もがき苦しんでいる時もあります。だから

こそ、全力を出し切る努力をし、必ず次につないでいくという、信念を持って責任を

果たさなければいけないと思います。 

 さぁ、今日から三学期、新たな区間のスタートです。令和元年度の締めくくり、そ

れぞれが有終の美を飾るための、ラストスパートに向かう時です。１・２年生は、３

年生からのタスキをつなぎ、今年より更に素晴らしい旭二中をつくるために努力し

て下さい。３年生は、いよいよ受験ですね。「絶対あきらめない。必ず実現する」と

いう強い決意を持って臨んで下さい。「念ずれば花ひらく」「継続は力なり」と言うよ

うに、三月には一人ひとりが自分の花を咲かせ、そして、次の自分に、しっかりとタ

スキをつないでいけるようにしていきましょう。  

12 月 7 日（土）に東総文化会館大ホ
ールにおいて、吹奏楽部によるコンサー
トが開催されました。このコンサートは
毎年、生徒の手で企画しています。運営
資金は、旭３S 審査会へ応募、審査を受
けた後、承認されて助成されているもの
です。吹奏楽部だけでなく、ボランティ
ア部もその運営を手伝いながら、盛り上
げてくれています。 

今年も生徒が中心となって選曲、演出
を考え、旭農業高校、飯岡中学校、干潟
小学校の皆さんとコラボレーションし、
にぎやかで、素敵なコンサートとなりま

した。後日、東総文化会館において生徒
のプレゼンによる、報告会が予定されて
います。 


